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ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
洋
問
題
は
、
広
範
に
わ
た
り
か
つ
複
雑
で

あ
る
。
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
一
つ
は
冷
戦
終
焉
後
か
ら

見
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
非
伝
統
的
脅
威
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
一
つ

は
近
年
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
中
国
の
海
洋
戦
略
に
関
わ
る

も
の
で
あ
る
。
海
洋
秩
序
の
問
題
で
あ
る
以
上
、
そ
の
考
察
に
は
、

国
連
海
洋
法
条
約
そ
の
他
海
洋
に
関
わ
る
条
約
や
協
定
、
国
際
機

関
の
決
議
な
ど
が
重
要
な
要
素
と
な
る
が
、
同
時
に
国
際
関
係
を

規
定
す
る
国
家
の
行
動
お
よ
び
そ
の
相
互
作
用
が
現
実
的
な
要
素

に
な
る
。

海
洋
に
お
け
る
テ
ロ
リ
ズ
ム

　

海
洋
安
全
保
障
に
お
い
て
冷
戦
後
に
顕
在
化
し
て
き
た
典
型
は
、

テ
ロ
問
題
と
海
賊
問
題
で
あ
っ
た
。

　

テ
ロ
問
題
は
も
ち
ろ
ん
陸
上
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
た
が
、
海
洋

に
お
い
て
は
、
米
海
軍
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
コ
ー
ル
」
へ
の
自
爆
テ
ロ

（
二
〇
〇
〇
年
）、
フ
ラ
ン
ス
籍
の
大
型
石
油
タ
ン
カ
ー
「
ラ
ン
ブ
ー
ル

号
」
の
爆
破
テ
ロ
（
〇
二
年
）、
海
路
を
利
用
し
た
ム
ン
バ
イ
に
お
け

る
同
時
多
発
テ
ロ
（
〇
八
年
）、
韓
国
海
軍
哨
戒
艦
「
天
安
」
撃
沈

国
家
テ
ロ
（
〇
八
年
）、
群
島
国
家
た
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
各
種
テ
ロ
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
二
一
世
紀

の
入
り
口
前
後
で
、
国
境
を
超
え
た
国
際
的
な
テ
ロ
集
団
「
ア
ル
カ

イ
ダ
」
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
た
テ
ロ
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
国
連

の
迅
速
な
対
応
も
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
舞
台
と
す
る
、
米
国

を
中
心
と
し
た
国
際
社
会
の
テ
ロ
と
の
戦
い
に
よ
り
、
海
上
な
い
し

海
を
利
用
し
た
大
型
テ
ロ
は
抑
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

軍
事
力
な
ど
実
力
で
テ
ロ
と
戦
い
、
抑
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

海
洋
政
策
研
究
財
団
会
長

秋
山
昌
廣

あ
き
や
ま
　
ま
さ
ひ
ろ
　

一
九
六
四
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
防
衛

事
務
次
官
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員

な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
、『
日
米
の
戦

略
対
話
が
始
ま
っ
た
』
が
あ
る
。

海
洋中

国
の
進
出
に
多
国
間
外
交
で
取
り
組
め

古
来
よ
り
の
交
易
路
で
あ
り
、
資
源
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
も
あ
る
海
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
間
を
満
た
す
豊
富
な
水
は
、

豊
か
さ
の
源
泉
と
も
、
ま
た
争
い
の
種
と
も
な
る
。

今
日
的
な
問
題
と
は
、い
か
な
る
も
の
か
。
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い
が
、
同
時
に
、
国
家
機
能
の
基
本
た
る
治
安
能
力
を
持
つ
国
家

形
成
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
原
因
は
別
に
あ
っ
て
も
、

直
接
的
に
は
国
家
の
治
安
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
地
域
あ

る
い
は
破
綻
国
家
か
ら
テ
ロ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
点
は
、
以
下
の
海
賊
問
題
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
機

関
に
お
い
て
治
安
回
復
の
た
め
の
効
果
的
な
解
決
策
を
決
定
し
、

諸
国
が
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
海
を
利
用
し
た
テ
ロ
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
海
路
を
利
用

し
た
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る
、
拡
散
防
止
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｐ

Ｓ
Ｉ
）
も
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
洋
・
ア
ラ
ビ
ア
海
で
は
多
く
の
国

の
海
軍
が
、
対
テ
ロ
作
戦
と
し
て
艦
船
を
活
動
さ
せ
た
こ
と
で
、
こ

こ
で
は
Ｐ
Ｓ
Ｉ
が
一
定
の
効
果
を
上
げ
た
と
考
え
る
。

　

対
テ
ロ
作
戦
は
、
国
際
協
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
日
本
は
、
イ
ン
ド
洋
に
お
い
て
対
テ
ロ
作
戦
と
し
て
実
施
し

て
い
た
外
国
艦
船
へ
の
燃
料
補
給
を
二
〇
〇
九
年
に
取
り
や
め
た
。
こ

れ
は
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
日
本
は

国
際
社
会
か
ら
の
信
用
が
得
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

海
賊
行
為
に
は
拠
点
の
無
力
化
が
不
可
欠

　

海
賊
問
題
だ
が
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
海
峡
な
ど
で
民
間
船
舶
が
被
害
に
遭
っ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年

代
に
は
数
も
増
え
、
悪
質
な
行
為
か
ら
被
害
が
甚
大
と
な
っ
て
い
た

が
、
注
目
す
べ
き
は
、
近
年
、
ソ
マ
リ
ア
沖
ア
デ
ン
湾
を
中
心
と
し

た
重
火
器
を
利
用
し
た
乗
っ
取
り
・
身
代
金
要
求
事
案
に
関
わ
る
海

賊
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
も
大
き
な
脅
威
で
あ
る
。

　

海
賊
行
為（
含
武
装
強
盗
）の
発
生
件
数
は
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
に
あ
る
国
際
海
事
局
（
Ｉ
Ｍ
Ｂ
）
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
今
世
紀

に
入
り
毎
年
二
〇
〇
〜
四
〇
〇
台
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
以
降
は

毎
年
増
加
し
て
、一
〇
年
は
過
去
最
高
の
四
四
五
件
を
記
録
し
た
。

こ
の
う
ち
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
・
紅
海
で
半
数
の
二
一
九
件
、

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
が
四
九
件
に
上
っ
て
い
る
。
現
在
、
国
連
の
決
議

な
ど
を
踏
ま
え
国
際
社
会
が
共
同
し
て
対
処
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
数
字
は
一
向
収
束
す
る
方
向
に
は
動
か
ず
、
む
し
ろ
増
加
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
海
賊
は
母
船
を
使
っ
て
ソ
マ
リ
ア
沿
岸
か
ら

遠
く
イ
ン
ド
洋
に
ま
で
活
動
範
囲
を
広
げ
、
海
賊
行
為
が
粗
暴

と
な
り
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
船
と
人
に
対
す
る
身
代
金
の
要
求

水
準
も
数
百
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
達
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

　

海
賊
行
為
は
人
類
共
通
の
敵
と
見
な
さ
れ
国
際
犯
罪
で
あ
る
。
国

連
海
洋
法
条
約
に
も
一
連
の
関
連
条
文
が
あ
る
。
日
本
は
、
ソ
マ
リ

ア
沖
の
海
賊
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
国
連
海
洋
法
条
約
の
規

定
を
踏
ま
え「
海
賊
行
為
処
罰
対
処
法
」を
二
〇
〇
九
年
に
導
入
し
、

現
地
に
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
や
航
空
機
を
派
遣
し
て
、
航
行
す
る
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船
舶
を
海
賊
か
ら
守
る
と
と
も
に
海
賊
行
為
の
抑
止
活
動
を
進
め
て

い
る
。
本
法
律
は
海
賊
に
関
わ
る
司
法
執
行
権
や
同
管
轄
権
、
さ
ら

に
厳
し
い
刑
罰
も
織
り
込
ん
だ
、
ほ
ぼ
完
璧
な
海
賊
対
処
の
法
律
と

言
え
る
が
、こ
れ
が
国
内
法
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
世
界
の
国
々

に
対
し
て
貴
重
な
モ
デ
ル
提
供
と
な
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
日
本
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
世
界
の
国
々
、
特
に
開
発
途
上
国
と
情
報
交
換

を
進
め
て
は
ど
う
か
。
た
だ
し
日
本
で
も
、
法
律
の
導
入
は
行
わ
れ

た
も
の
の
法
律
の
適
正
か
つ
着
実
な
執
行
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
同
様
の
問
題
は
世
界
各
国
に
あ
る
。

　

ソ
マ
リ
ア
沖
海
賊
に
関
し
て
は
、
現
在
、
世
界
か
ら
多
く
の
艦
船

を
現
地
に
派
遣
し
て
、
国
家
の
実
力
（
艦
船
と
哨
戒
機
）
を
投
入

し
て
海
賊
行
為
を
抑
止
し
、
海
賊
を
撲
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

実
は
海
賊
行
為
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
広
域
化
し
て
い
る
。
乗
っ
取
り
・

身
代
金
要
求
も
収
ま
る
気
配
が
な
い
。
海
上
に
出
没
し
た
海
賊
に

対
し
個
別
に
対
応
し
て
も
、
全
体
の
効
果
的
な
取
り
締
ま
り
は
困

難
で
あ
る
こ
と
が
段
々
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
ソ
マ
リ
ア
の

海
賊
の
拠
点
お
よ
び
拠
点
か
ら
の
出
船
の
無
力
化
を
進
め
ざ
る
を

得
な
い
。
他
方
民
間
船
舶
側
に
お
い
て
は
、
海
賊
攻
撃
へ
の
対
応
と

し
て
、
シ
タ
デ
ル
（
緊
急
待
避
所
）
の
活
用
の
ほ
か
武
装
要
員
の
配

乗
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
国
連
を

中
心
と
し
た
国
際
社
会
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
つ
く
り
、
後
者
に
関
し

て
は
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
と
協
力
し
つ
つ
、最
終
的
に
は
個
々

の
国
に
お
い
て
民
間
武
装
の
是
非
を
決
心
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

海
上
交
通
の
安
全
確
保
が
国
益
の
核
心
に
あ
る
日
本
と
し
て
は
、

海
賊
対
策
に
つ
い
て
先
導
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
覚
悟
が
必

要
と
考
え
る
。
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
に
お
け
る
航
行
安

全
確
保
に
つ
い
て
は
、
長
年
日
本
財
団
が
中
心
と
な
り
日
本
が
主

導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ソ
マ
リ
ア
海
賊
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
受
け
身
的
な
対
処
か
ら
脱
却
し
、
東
京
発
の
解
決

策
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

南
シ
ナ
海
・
東
シ
ナ
海
の
現
状
変
更
を
求
め
る
中
国

　

次
に
中
国
の
海
洋
戦
略
だ
が
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

一
つ
は
、
南
シ
ナ
海
・
東
シ
ナ
海
を
中
心
と
し
た
領
土
・
領
海
問
題

で
あ
り
、
一つ
は
中
国
の
国
家
安
全
保
障
問
題
で
あ
る
。

　

近
年
、
南
シ
ナ
海
・
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
領
土
・
領
海
紛
争
、
未

確
定
の
海
域
を
含
め
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
活
動
や
海

底
資
源
の
調
査・開
発
に
関
す
る
中
国
と
周
辺
国
と
の
間
の
紛
争
（
例

え
ば
中
国
監
視
船
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
資
源
探
査
船
妨
害
、二
〇
一一
年
）

な
ど
、
い
ず
れ
も
文
書
・
言
論
で
の
争
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
の

実
力
行
使
を
伴
っ
た
事
案
の
発
生
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

南
シ
ナ
海
に
お
け
る
領
土
・
領
海
紛
争
は
、
中
国
が
同
海
域
を
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ほ
と
ん
ど
含
む
形
で
引
い
た
九
破
線
（
い
わ
ゆ
る
Ｕ
字
ラ
イ
ン
）
に
中

国
の
権
利
が
あ
る（
当
然
同
海
域
に
あ
る
島
や
岩
礁
は
中
国
の
領
土
）

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
関
係
し
て
い
る
。
こ
の

海
域
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
台

湾
の
主
張
す
る
領
土
・
領
海
と
重
複
し
て
い
る
。
中
国
は
、
こ
の
海

域
に
歴
史
的
な
関
わ
り
が
あ
り
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
国
際
法
上
の
概
念
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
。

　

実
は
最
も
多
く
の
島
な
い
し
岩
礁
を
実
効
支
配
し
て
い
る
の
は
ベ

ト
ナ
ム
で
あ
る
。
最
も
大
き
な
、
空
港
の
あ
る
島
を
支
配
し
て
い
る

の
は
台
湾
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
中
国
は
軍
の
実
力
を
行
使（
武

力
衝
突
）
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
が
支
配
し
て
い
た
西
沙
諸
島
を
占

拠
し
実
効
支
配
を
始
め
た
の
を
皮
切
り
に
、
南
沙
諸
島
の
い
く
つ
か

の
岩
礁
を
実
力
で
占
拠
し
、
施
設
を
構
築
し
て
実
効
支
配
の
形
を

示
し
て
き
て
い
る
。
ブ
ル
ネ
イ
以
外
の
関
係
諸
国
も
い
く
つ
か
の
島

嶼
・
岩
礁
を
実
効
支
配
し
て
い
る
。

　

東
シ
ナ
海
に
お
い
て
は
、
中
国
（
お
よ
び
台
湾
）
は
一
九
七
〇
年

頃
よ
り
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
始
め
、
以
降
、
そ
の
漁
船

や
民
間
活
動
家
の
船
が
領
海
内
に
入
っ
て
尖
閣
諸
島
に
接
近
し
上
陸

を
試
み
た
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
漁
船
が
こ
の
海
域
で
海
上
保
安

庁
巡
視
船
へ
体
当
た
り
（
船
長
は
逮
捕
、
勾
留
、
釈
放
）
す
る
な
ど
、

各
種
事
件
が
起
き
て
い
る
。
日
中
間
で
大
陸
棚
の
境
界
線
に
つ
い
て

合
意
に
達
し
て
い
な
い
海
域
に
お
い
て
、
中
国
は
、
大
陸
棚
の
石
油
・

ガ
ス
探
鉱
・
開
発
を
一
方
的
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
境
界
問
題
に
つ
い

て
の
論
争
が
先
鋭
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
、
中
国
は
「
領
海
及
び
接
続
水
域
法
」

を
制
定
（
一
九
九
二
年
）
し
て
国
内
法
に
よ
り
主
権
の
対
象
と
な
る

島
嶼・岩
礁
を
明
確
に
し
、
ま
た
「
経
済
水
域
と
大
陸
棚
法
」（
九
八

年
）、「
海
域
使
用
管
理
規
則
」（
二
〇
〇
一
年
）
を
導
入
し
て
、
海
洋

資
源
の
確
保
・
管
理
を
国
内
法
で
規
定
し
た
。
さ
ら
に
「
海
島
保

護
法
」（
〇
九
年
）
を
制
定
し
て
、
無
人
島
の
国
有
化
・
管
理
、
環

境
保
全
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
中
国
は
こ
れ
ら
の
国
内
法
を
対
外

的
な
主
張
な
い
し
行
動
の
源
泉
に
も
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
領
土
・
領
海
問
題
と
は
別
次
元
で
、
中
国
の
安

全
保
障
、
中
国
海
軍
の
拡
大
戦
略
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

中
国
海
軍
に
よ
る
海
洋
戦
略
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
積
極
的
に

展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
実
力
が
な
か
っ
た
頃
は
結
果
的
に
沿
岸
防

御
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
今
世
紀
に
入
り
、
中
国
経
済
の
発
展
す

な
わ
ち
国
力
の
増
大
に
対
応
し
て
海
軍
の
実
力
が
増
大
す
る
に
つ

れ
、
そ
の
戦
略
は
近
海
防
御
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
遠
洋
展
開
に
発

展
し
て
い
っ
た
。
中
国
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
非
同
盟
政
策
の
下

自
国
の
力
だ
け
で
国
土
を
防
衛
す
る
、
特
に
台
湾
の
統
一
を
も
含
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め
た
国
土
防
衛
・
国
家
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、

南
シ
ナ
海
全
体
を
「
中
国
の
海
」
と
し
て
支
配
す
る
こ
と
は
、
ま

さ
に
核
心
的
利
益
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
台
湾
を
米
国
の
関

与
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
第
一
列
島
線
内
に
限
ら

ず
、
第
二
列
島
線
ま
で
の
海
域
に
お
い
て
も
、
米
国
兵
力
を
牽
制

す
る
力
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
の
も
自
然
で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
Ａ

２
Ａ
Ｄ
作
戦
）。
近
年
第
一
列
島
線
を
越
え
て
、
中
国
海
軍
の
行

動
が
活
発
化
し
て
い
る
の
は
、こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。こ
れ
が
、

以
上
の
よ
う
な
国
防
な
い
し
国
家
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
な

さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
動
き
は
な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
。

　

他
方
で
、
中
国
の
軍
事
大
国
化
、
覇
権
国
家
化
が
広
く
議
論
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
言
葉
の
定
義
が
問
題
で
は
あ
る
が
、
結
果
と

し
て
米
国
を
中
心
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
な
い
し
西
太
平
洋

に
お
け
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
な

ら
ば
、
世
界
の
安
全
保
障
秩
序
へ
の
挑
戦
と
な
り
、
問
題
は
大
き

く
な
る
。
中
国
自
身
が
米
国
と
並
ぶ
、
強
力
な
軍
事
力
を
備
え
た

覇
権
国
家
を
目
指
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な

い
が
、
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
よ
り
、
国
防
費
の
増
大
、
軍
事

大
国
、
覇
権
国
家
へ
と
進
む
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

問
題
解
決
に
む
け
、
多
国
間
の
取
り
組
み
を

　

領
土
・
領
海
問
題
は
、
中
国
は
二
国
間
で
交
渉
す
る
と
い
う
主
張

だ
が
、
こ
れ
に
は
国
連
海
洋
法
条
約
の
規
定
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｚ
や
大
陸
棚

の
範
囲
と
そ
の
管
轄
権
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
だ
し
、
特
に
中
国
が

南
シ
ナ
海
の
大
半
を
カ
バ
ー
す
る
九
破
線
内
の
管
轄
権
を
主
張
す
る

以
上
、
航
行
の
自
由
、
海
洋
利
用
の
自
由
、
資
源
の
共
同
開
発
な
ど

の
観
点
か
ら
、
非
沿
岸
国
た
る
米
国
、
日
本
な
ど
が
無
関
心
で
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
中
国
の
主
張
す
る
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ

Ｚ
）
圏
内
で
、
米
海
軍
音
響
測
定
艦
「
イ
ン
ペ
カ
ブ
ル
号
」
が
中
国

籍
船
か
ら
妨
害
さ
れ
た
事
例
（
二
〇
〇
九
年
）
も
あ
っ
た
。
特
に
、

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
米
国
は
中
国
の
海
洋
戦
略
に
強
い
懸
念
を

持
つ
。
米
国
は
今
の
と
こ
ろ
、
航
行
自
由
の
原
則
（
艦
船
の
行
動
の

自
由
を
含
む
と
解
す
べ
き
）
を
確
保
す
る
と
い
う
国
際
法
的
理
由
で

南
シ
ナ
海
の
領
土
・
領
海
問
題
に
関
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
国

は
、
領
土
・
領
海
問
題
は
二
国
間
あ
る
い
は
関
係
諸
国
と
の
間
で
解

決
と
い
う
立
場
を
と
る
が
、
関
係
諸
国
の
国
力
が
十
分
で
な
い
た
め
、

中
国
は
そ
の
実
力
組
織
の
活
動
で
実
績
を
積
み
重
ね
て
自
己
の
主
張

の
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。　

　

ま
た
、
中
国
は
関
係
国
と
の
間
の
話
し
合
い
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
ア
セ

ア
ン
と
中
国
の
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
行
動
規
範
）
策
定
の
た
め
の

話
し
合
い
な
ど
に
よ
り
、
何
と
か
米
国
の
介
入
を
回
避
し
よ
う
と

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
関
係
国
と
の
間
で
話
し
合
い
に
よ
り
解
決
す
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グローバル・コモンズ

る
方
向
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
も
米
国
と
と
も
に
こ
れ
を
支

援
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
中
国
と
関
係
国
の
力
の
差
を
考

慮
す
れ
ば
、
日
本
、
米
国
も
含
む
多
国
間
協
議
の
枠
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
領
土
・
領
海
問
題
は
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

も
大
き
く
関
与
し
て
お
り
、
共
産
党
政
権
が
本
件
で
妥
協
で
き
る

環
境
は
当
分
醸
成
さ
れ
そ
う
に
な
い
。
結
局
、
現
状
が
続
く
こ
と
に

な
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
中
国
は
何
ら
か
の
実
力
行
使
に
訴
え
る
場

面
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
国
際
社
会
は
、
国
際
法
規
に
反
す
る

行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に

お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
と
非
沿
岸
国
の
軍
事
行
動
の
関
係
は
、
国

連
海
洋
法
条
約
に
明
確
な
規
定
が
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
枠
組
み
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
導
入
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

同
時
に
国
家
安
全
保
障
の
問
題
で
あ
る
以
上
、
中
国
の
軍
事
力
増

大
に
対
処
し
て
、
米
国
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
可
能
な
限

り
軍
事
力
の
水
準
（
ハ
ー
ド
お
よ
び
ソ
フ
ト
）
を
引
き
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
は
巨
大
な
国
家
で
あ
る
の
で
、
一
国
で
中
国

に
対
峙
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
法
な
り
国
際
秩
序
の
枠
組
み

に
中
国
を
引
き
い
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
し
い
秩
序
を
作
り
な
が
ら

解
決
策
を
見
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
パ
ワ
ー
バ
ラ

ン
ス
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
は
問
題
で
あ
る
。
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
確

保
さ
れ
て
こ
そ
、
国
際
秩
序
を
ベ
ー
ス
と
し
た
解
決
が
可
能
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
日
本
自
体
の
対
中
問
題
が
あ
る
。
大
陸
棚
、Ｅ
Ｅ
Ｚ
、

領
土
問
題
な
ど
二
国
間
で
話
し
合
い
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
同
時
に
国
際
社
会
の
中
で
議
論
し
て
い
く
、
例
え
ば
尖
閣
諸

島
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
中
間
に
領
土
問
題
は
な
い
と
言
う
だ
け

で
は
な
く
国
際
社
会
に
お
い
て
日
本
の
考
え
を
明
示
し
て
広
範
な

理
解
を
確
保
す
る
、
ま
た
、
国
連
海
洋
法
条
約
な
ど
国
際
法
の

秩
序
の
舞
台
に
中
国
を
引
き
い
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
海
洋
大
国
の
米
国
を
関
与
さ
せ
る
、
そ
し
て
、
必
要
な
備
え

は
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
海
上
保
安
庁
の
体
制
強
化
や

海
上
自
衛
隊
の
装
備
増
強
、
危
機
管
理
の
準
備
を
進
め
て
お
く
、

と
い
っ
た
ま
さ
に
上
述
と
共
通
の
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

非
伝
統
的
脅
威
と
中
国
の
海
洋
戦
略
と
で
は
、
国
家
主
体
の

有
無
な
ど
に
大
き
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ど
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
国
際
協
力
が
基
本
で
あ
り
、
国
際
法
な
り
国
際
秩
序
を
念

頭
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
安
全
保
障
上
の
問
題
で
あ

る
以
上
、
現
実
的
に
は
軍
事
力
な
ど
実
力
の
適
正
な
備
え
を
怠
ら

ず
、
ま
た
、
世
界
の
安
全
保
障
秩
序
の
中
心
に
あ
る
米
国
の
正
し

い
関
与
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
も
含
め
、
日
本
は
主
要
な

海
洋
国
家
の
一
つ
と
し
て
、
海
洋
問
題
に
は
積
極
的
か
つ
先
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
■




